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資料Ｂ

Ⅰ-1-1

スリ・ランカにおける遺伝資源情報開示の現況等について

渡邉　進二　元スリ・ランカプロジェクトリーダー

１．遺伝資源の情報公開にかかわる事項

　（１）各機関及び関連機関の遺伝資源収集・保存の現状

　植物遺伝資源センター (Plant Genetic Resources Centre : PGRC)

　　1）作物名

         Rice and related species ( 3,217 点保存、全保存点数の 43％を占める)

         Rice, African cultivated rice (glaberima)

         Wild rice (nivara, rufipogon, eichingeri)

         Other cereals and related species (620 点、8.3％)

         Maize, Sorghum, Finger-millet, Foxtail millet, Proso millet, Little millet,

Kodo millet, Pearl millet, Japanese millet

         Grain legumes and related species (1,003点、13.4％)

Cowpea, Green gram, Black gram, Soy bean, Groundnut, Horse gram, Lentil, Chick

pea, Pigeon pea, Pea, Velvet bean, Lima bean, Rice bean, Cluster bean, Atylosia

    Vegetable legumes and related species (767 点、10.3％)

Common bean, Yard long bean, Winged bean, Jack bean, Sword bean, Hyacinth bean,

Yam bean

         Solanaceous vegetables, condiments and related species (717点、9.6％)

Brinjal, Ela batu, Solanum species, Ahas batu, Gona batu, Tibbatu, Kulukanweriya,

Del batu, Tomato, Capsicum

         Cucurbits (490 点、6.6％)

Pumpkin, Cucurbita species, Cucumber, Cucumis species, Snake gourd, Luffa,

Angled luffa, Ash pumpkin, Bitter gourd, Bottle gourd, Smooth luffa, Cho cho,

Coccinia species, Momordica species, Kekiri

         Brassicaceae vegetables (16 点、0.2％)

         Cabbage, Chinese cabbage, Radish

         Alliums (8 点、0.1％)

         Bombay onion, Red onion, Allium

         Other vegetables (215 点、2.9％)

         Okra, Abelmoschus, Moon flower, Beet root
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         Leafy vegetables (74 点、1.0％)

           Amaranthus, Ceylon spinch, Gas niviti, Kiri henda

         Root and Tubers (9 点、0.1％)

           Sweet potato, Yam，Butsarana

         Mustard and related species (65 点、0.9％)

           Brassica species, Mustard, Mustard (Europe)

         Oil crops (165 点、2.2％)

           Sesame, Wild sesame, Sun flower

         Fruits (30 点、0.4％)

           Water melon, Melon, Papaw

         Fibre crops (64 点、0.9％)

           Cotton

         Medicinal plants (14 点、0.2％)

           Asamodagam, Katu wel batu, Amukkara, Petitora, Penitora, Kala wel, Crotalaria

Species, Indi, Kata rodu, Hondala, Alang

　　２）点　数

　　PGRC 種子保存点数の推移
1990 年 1993 年 1996 年

登録保存種子点数 6,405 10,598 12,248
ベースコレクション保存種子点数 1,067  5,587  8,710

　　３）保存機関

　　　　　　保存機関 保存対象植物 　　所属機関

　　　　Plant Genetic Resources Centre 農作物 国土農業省農業局

　　　　　（植物遺伝資源センター）

　　　　Horticultural Research &

　　　　　　　　Development Institute 果　樹 国土農業省農業局

　　　　　（園芸研究所）

　　　　Royal Botanic Garden 植　物 国土農業省農業局

　　　　　（植物園）

　　　　Sugarcane Research Institute サトウキビ 国土農業省

　　　　　（サトウキビ研究所）

　　　　Tea Research Institute 紅　茶 プランテ－ション産業省

　　　　　（茶業研究所） 　　　　茶ボード

　　　　Rubber Research Institute ゴ　ム プランテ－ション産業省

　　　　　（ゴム研究所） 　　　　ゴム研究ボード
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　　　　Coconut Research Institute ココナッツ  ココナッツ産業省ココナ

　　　　　（ココナッツ研究所） ッツ開発局

　（２）各機関及び関連機関における情報公開の現状（遺伝資源情報の利活用の現状）

　　１）公開方法（刊行物、デジタル等）

　　　　　植物遺伝資源センター（PGRC）における遺伝資源情報公開は、主として関係

機関への刊行物の提出・配布、諸会議での報告及び PGRC 参観者への説明により

行っている。

　　２）公開内容（作物名等）

　　　　　公開内容の主なものは、①「PGRC の活動状況」、②「植物保存遺伝資源管理

様式」及び③「植物保存遺伝資源の内容」である。この場合、作物名による情報

公開区分はない。

　　３）公開の範囲・基準

①　PGRC の活動状況

　　PGRC パンフレットを用い、現場で訪問者・参観者（1996 年実績：１日当たり

40 名）に対して説明を行っている。

②　植物保存遺伝資源管理様式の公開

　　Plant Genetic Resources Conservation and Management‐Operation Manual (1999年

４月刊行)を PGRC 所長認可の下に、国内外の植物遺伝育種関係機関及び関係者

に配布し、行っている。

③　植物保存遺伝資源の内容の公開

　　Plant Genetic Resources Catalogue, Passport Information、及び Characterization Catalogue

on Rice (Oryza sativa) Germplazm (1999 年 12 月刊行)を PGRC 所長認可の下に、国

内外の植物遺伝育種関係機関及び関係者に配布・公開実施している。

　　４）その他

　　　　　　　　PGRC 保存植物遺伝資源種子配布実績の推移

1989年 1990年 1991年 1992年 1993年 1994年 1995年 1996年 計

国内外への配布点数 165 161 117 110 317 528 284 324 2,006

国内植物遺伝育種機

関への配布点数
21 5 6 58 51 10 247 398

国外植物遺伝育種機

関への配布点数
165 182 122 116 375 579 294 571 2,404

　（３）各機関及び関連機関における情報開示の今後の計画

　　１）開示の方法（刊行物・デジタル等）

　　　　　今後の PGRC における遺伝資源情報の開示は、１.－(2)－１）に記述した従来
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の方法の充実・発表に加え、スリ・ランカで進展が期待されるインターネットの

利用が考えられる。

　　２）開示内容（作物名等）

　　　①　イネ以外の植物保存遺伝資源評価カタログの関係機関への配布

　　　　　PGRC の保存遺伝資源を利用する遺伝育種機関からの要望が強いイネ以外の保

存遺伝資源評価カタログを作成し、配布する。

　　　②　インターネットの利用

　　　　　刊行物だけでは年月の経過とともに変わる保存遺伝資源情報を利用機関に即刻

伝えることは困難であるので、それを可能とするインターネットを活用した開示

を図る。

　　３）開示の範囲・基準

　　　　　PGRC 所長の認可で植物遺伝資源情報の開示に対応してきた農業局が、今後植

物遺伝資源利用の展開とともに、どのような開示の範囲・基準をつくるか注目さ

れる。

　（４）スリ・ランカの育種及び育種関連の技術開発における遺伝資源に対するニーズ

　　１）ニーズの内容

　　　　　スリ・ランカが保有する植物遺伝資源利用に基づく農作物の改良は、水稲を中

心に飛躍的に進み、1980 年代後半には待望のコメ生産が国内自給を達成した。こ

のことから国内における遺伝資源の育種的利用はイネ以外の農作物にも急速に波

及し、さらに新しい遺伝資源を入手したいという要望が国内各育種機関から高ま

っている。

　　２）遺伝資源の利活用に関する各機関の意向

　　　　　植物遺伝資源の育種への利活用は対象作物により異なるが、近年改良対象形質

は高収量に加え、耐病虫性・耐冷性・耐旱性など各種障害抵抗性の向上、品質・

食味の改良など、多岐にわたるようになった。このことから、最近各育種機関か

らは PGRC に、保存遺伝資源の内容の充実・拡大とともに、評価された遺伝資源

情報の早急な開示と、それによって選ばれた遺伝資源の速やかな配布が望まれる

ようになった。

２．遺伝資源利用マニュアル作成にかかわる事項

　（１）各機関作成のマニュアルの有無

PGRC に は 、 PGRC 作 成 の 「 Plant Genetic Resources  Conservation and

Management-Operation Manual」（1999 年発刊）がある。

　（２）同上資料の入手法（申込先）

Dr. A.H.M. Gayasuriya; Senior Deputy Director, Plant Genetic Resources Centre,

Gannoruwa, Peradeniya, Sri Lanka
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　　２）コンピューターの台数・インターネット接続状況

①　コンピューター台数

　　パーソナルコンピューター　　ハードウェア

　　　IBM  PS/2 　　Model 80 unit 1 台

      IBM  PS/2 　　Model 60 unit 2 台

　　サーバー用コンピューター 　　　　1 台

②　インターネット接続状況

　　現在、PGRC のコンピューターは、他機関とのコンピューターとの接続がなさ

れておらず、インターネットも接続料金及び電話料金の不足のため、使用が制限

されている。

　（２）ソフトにかかわる事項

　　　　情報処理分析用ソフトウェアのＩＢＭ２点が備えられている。

４．以上の調査を実施するためのスリ・ランカの情報

　（１）窓口となる機関名・責任者

　　　　機関名  Department of Agriculture, Ministry of Agriculture and Lands 　

　　　　責任者　Dr. S. D. G. Jayawardena, Director General of Agriculture

　（２）調査対象機関名と調査対象者名

　　　　調査対象機関名 Plant Genetic Resources Centre, Department of Agriculture

　　　　調査対象者名   Dr. A.H.M. Jayasuriya, Senior Deputy Director, Plant Genetic

                       Resources Centre

                       補助者（データ管理主任）Mr. U. Siriyadasa

　（３）その他気づいた事項

<スリ・ランカの治安について>

　スリ・ランカ国内の治安は、「植物遺伝資源センター計画」プロジェクトが開始さ

れた 1988 年４月から 1989 年 12 月まで、仏教徒シンハリ族過激派（JVP）による暴

動が続き、さらに 1990 年６月から 2001 年 12 月までは、イスラム教のタミール族過

激派（LTTE）による長期の反乱が重なり、疲弊を極めた。現在は、2001年末のスリ・

ランカ政府とタミール族過激派との停戦協定の締結により小康状態にあるが、長期に

わたる内乱は遺伝資源活動にも多大の影響をもたらした。
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Ⅰ-1-2

チリ遺伝資源情報

鈴木　茂　元チリプロジェクトリーダー

１．遺伝資源情報の公開にかかわる事項

（１）遺伝資源の収集・保存の現状（1995 年 12月現在）

作物名 点数 保存機関

ダイズ 250点 INIA ベースバンク

トウモロコシ 600 〃

牧　草 500 〃

イチゴ(種子） 62 〃

その他(種子） 50 〃

アルストロメリア（圃場） 250 〃

ニンニク（圃場） 185 〃

エシャロット（圃場） 35 〃

イチゴ （圃場） 250 〃

バレイショ(in vitro) 250 〃

サツマイモ(in vitro) 100 〃

インゲンマメ 1,241 INIA アクティブバンク

トウモロコシ 1,800 〃

牧　草 1,000 〃

レンズマメ 1,200 〃

ヒヨコマメ 1,816 〃

野菜類 1,500 〃

コムギ 20,000 〃

オオムギ 344 〃

エンバク 1,800 〃

イ　ネ 580 〃

エンドウマメ 1,100 〃

ナタネ 200 〃

その他 450 〃

      以上の農牧研究所（Instituto de Investigaciones Agropecuarias: INIA）保存品種のほ

か、アウストラル大学、チリ大学、タラパカ大学、国立自然博物館、バエル社などに

も種々の重要なコレクションがある。
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（２）情報公開の現状（遺伝資源利活用の現状）（1995年 12 月現在）

　１）公開方法

    　トウモロコシ在来種については形質データや写真を含むデータブックを印刷し、そ

の他は作物ごとに、台帳またはパソコンのデータベースを作成した。全作物を網羅し

たパスポートデータブックの出版には消極的である。作物ごとの、主要な特性を含め

た実用的で小さなデータベースを指向している。

    　また、チリ自然植物約 5,000 種のデータベースが作成され、これには植物分類名、

慣用名、生育地、用途、記載文献などが収録されている。

　２）公開内容

      パスポートデータを主体とし、一部特性を含む

　３）公開の範囲・基準

      育種研究者の間でパソコンアウトプットの形で相互利用（中南米諸国主体）してい

る。コムギ・トウモロコシなど育種歴の長い作物では、各地域を担当する育種家が独

自のデータベースを作っているため、統合するのが困難である。

　４）その他

    　1995 年当時、植物検疫法により、遺伝資源の国内移動は幹線道路・空港などでチ

　　ェックできたが、国外への持ち出しに対しては、遺伝資源保護の国内法が整備されて

　　いなかったので差し止めることができなかった。花卉や薬草などの略奪的な大量持ち

　　出しの例も跡を絶たなかったので、研究目的は別として、一般に遺伝資源の豊かさを

　　宣伝することには警戒気味の意見もあった。

（３）技術開発における遺伝資源に対するニーズ  （1995年 12 月現在）

　１）ニーズの内容

      多収性、耐病性、耐虫生、耐寒性、耐乾性、高品質などの育種目標達成のため、多

　　様な遺伝資源が要望されている。例えば、低温中立性の桃、大粒・無核・芳香性のブ

　　ドウ、有性生殖性のニンニク、耐病性トマト等々。

　２）遺伝資源の利活用に関する各機関の意向

　　　一部を除き重要農作物の育種がいまだ進んでいないところ、困難な環境にもかかわ

らず、重点的な育種が進められていた。このための素材として、国内遺伝資源の積極

的な利用のみならず、果樹、野菜などでは、輸出国の嗜好に合った優良品種の導入に

対する要望があった。例えば、和梨、柿、栗、桜桃、枝豆など日本の品種にも強い関

心が示されていた。

　　　チリの遺伝資源を外国へ持ち出すことは、相互交換が可能なら応じてもよいとして

　　いた。ただし、あくまでも育種などの研究材料としてであって、新薬開発向けなどの

　　根こそぎ収集は別である。
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２．遺伝資源利用技術マニュアル作成にかかわる事項（1995年 12 月現在）

（１）機関作成マニュアルの有無（研修用テキストを含む）

      ①　染色体・核型観察マニュアル

      ②　植物遺伝資源探索・収集マニュアル

　　　③　遺伝資源管理マニュアル

　    ④　遺伝資源情報管理マニュアル

      ⑤　遺伝資源生化学的評価マニュアル

　　　⑥　遺伝資源データ多変量解析テキスト

      ⑦　遺伝資源の育種利用例テキスト

      ⑧　ニンニク培養無毒化テキスト

      ⑨　トマト強剪定超多収栽培法（スペイン語訳）

      ⑩　イネプロトプラスト培養法ビデオ（スペイン語訳）

      ⑪　バイオテクノロジーニュース（スペイン語隔週刊）など

（２）入手方法（配布方法）

      ①　コピーを部内配布

      ②　第三国研修テキストとして参加者に配布

　　　③　国際セミナーのテキストとして配布

（３）その他

　　　国際植物遺伝資源理事会（ IBPGR）、ブラジル農牧研究公社（EMBRAPA）、国際熱

帯農業研究センター（CIAT）、CIP などの刊行物、JICA テクニカルマニュアルなど

を利用している。

３．シードバンクの態勢（1995 年 12 月現在）

（１）ハードにかかわる事項

　１）組織・要員配置

   　 ①　ナショナルコーディネーター 　研究者 1 名、多言語秘書 1 名

        　遺伝資源研究グループ

　　　②　ベースバンク（CRI Intihuasi） 　研究者 1 名、パート助手１名

  　  ③　アクティブバンク(CRI La Platina) 　研究者 1 名、テクニシャン１名

                〃     　（CRI Quilamapu) 　研究者 1 名、テクニシャン１～２名

　　　　　　　  〃　　   （CRI Carillanca) 　研究者 1 名、テクニシャン１～２名

　２）コンピューターの台数・インターネット接続状況

　　　パソコン　６台、うち 3 台が大学、民間プロバイダーにより接続

（２）ソフトにかかわる事項

      ・ FOXPRO の利用
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      ・ IPGRI 配布による遺伝資源情報データベース管理システムの利用

      ・ WINDOWS　NETSCAPE によりインターネット接続

      ・ WORD、データベース等の事務サポートシステムなど

（３）その他

    　出張、招待等による情報収集

    　　USDA-NPGS, CENARGEN, INTA, IBTA, CIMMYT, CIAT など

　　　INTERNET, OPHER,FTP などを利用した情報収集

　　　　USDA-GRIN, PROCISUR, IPGRI, NCBI, ASPARAGIN など

４．以上の調査を実施するための情報（2002 年１月現在）

（１）窓口となる機関名・責任者名

　　　・ INIA ナショナルコーディネーター

　　　　Ivett Seguel　（CRI Carillanca　駐在）　iseguel@carillanca.inia.cl

（２）調査対象機関名と調査対象者名

      INIA、アウストラル大学、国立自然博物館

（３）その他

      http://www.inia.cl  を参照。
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Ⅰ-1-3

            パキスタンにおける植物遺伝資源関連情報について

                                   村田　伸夫　元パキスタンプロジェクトリーダー

１．植物遺伝資源情報の公開にかかわる事項

（１）植物遺伝資源収集・保存及び情報公開の現状

１) 植物遺伝資源研究所（Plant Genetic Resources Institute：PGRI）における保存記録(2001

年 12 月の情報)

①1997 年、Complete Catalogue を出版：Passport Data を記載

②ほかに、Wheat Catalogue 及び Barley Catalogue を出版。これらには Passport Data 及

び Evaluation Data を記載。

③Rice Catalogue は Passport Data のみ。Evaluation Data は既に準備できている。経費

を待って出版可能。

④Chickpea Catalogue：Passport Data のみ

２) PGRI の植物遺伝資源交換の記録

・内外の交換について、1994 年、1995 年、1996 年の Annual Report に記載している

（1996 年の記録で、国内配付 5,819、国外配付 324）。

３) PGRI の今後の計画

・今まで栄養繁殖作物、特に果樹への対応が不十分であった。そのため米国からの戦

闘機未納品の支払済代金の一部を、使途を農業研究に限って返還されるため、この

資金で柑橘、アンズ、ブドウの生息地保全を図ろうとの動きがある。

４) PGRI 以外の植物遺伝資源保存管理

①パキスタンにおいては、中央政府より以前に州立の機関が設立されていた経緯もあ

り、州立の機関に植物遺伝資源が保存されている場合がある。特に果樹の圃場保存

が顕著である。

②林木については、Pakistan Forest Institute が Nathia Galiなど国立公園の一部におけ

る圃場保存を含めて管理している。

③薬用植物も Pakistan Forest Institute が担当し、Peshawar に薬用植物園をもっている。

また、Islamic College Peshawar にも生薬会社 Qarshi Industryにも薬用植物園がある

など、植物園としての保存展示は広く行われている。

④特にワタについては、基幹産業であることから Pakistan Central Cotton Committee 傘

下の Cotton Research Institute が担当している。1995年 Multan の試験場においては、

大量の遺伝資源種子を大型冷蔵庫に保存し、野生種の一部は圃場保存していた。

⑤このように所々に管理されている遺伝資源の情報が集約されていないのが現状であ
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る。

（２）情報開示の今後の計画

・ 2001 年 12 月の聞き取りで、意図はあるとのことであるが、既往の経緯からみて、

資金的に困難が予想される。

（３）遺伝資源に対するニーズ

①　不明のため遺伝資源に関するニーズの調査が望まれる。

②　国際農業研究協議グループ（CGIAR）からの素材が直接育種機関へ送られる場

合があり、これが有効に利用されている場面としからざる場合がある。

２．遺伝資源利用技術マニュアル

（１）Descriptor

イネについては国際植物遺伝資源研究所（IPGRI）のシステムを準用したが、いく

つかのものは実情に合うように改訂した（この作業がプロジェクト開始時に大きかっ

た）。IPGRI のシステムにない作物については、新たに作成した。

（２）他の分野の Protocol 作成

すべての分野で Protocol が作られたが出版はされていない。一部は、毎年印刷され

た Annual Report に記載されている（2001 年 12 月、所長 Dr. R. Anwar によれば、今

後の出版を計画しているとのこと）。

　　・取り扱う分野：

　　　　Germination test, Tissue culture, Evaluation, Multiplication, Test of pathogen contamination,

Disease resistance tests, Documentation, etc.

（３）論文に発表されたもの

一部は論文として発表されている（三枝 隆夫 氏ほかによる「Ascochyta blight に

汚染された Chickpea 種子から健全苗／種子を得る方法」）。また論文に手法が詳述さ

れている例としては、JICA 枠による文部省奨学制度で学位を取得した４名の学位論

文がある。

３．電子情報関連

（１）PGRI 内では、各研究室と情報部門が相互に交信できるようになっている。

（２）電子メール及びインターネットについて、一時政府の方針で普及が図られ、PGRI

の Technician に至るまで電子メールアドレスをもったことがある。しかし、その後情

勢が変化し、今は所長室においてのみ可能になっている。
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４．情報の窓口

（１）農業研究全般について

　　　Dr. Muhammed Anwar, CSO AVC NARC, PARC Road, Islamabad

（２）植物遺伝資源について

　Dr. Rashid Anwar, Director, Plant Genetic Resources Institute, P.O. Box NIH, Islamabad

E-mail: rashid1946@yahoo.com

（３）育種試験地について

（2001 年 12 月 PGRI 所長 Dr. Rashid Anwar による）

１）Pakistan Agricultural Research Council (PARC) 傘下機関

①　Coordinator (Wheat & Barley)

②　Director (Wheat) Ayub Agricultural Research Institute

③　Direcotor (Cereal Crops) Cereal Research Institute, Pirsabak, Nowshera

④　Director (Wheat) Agricultural Research Insitute, Sariab, Quetta

⑤　Director (Wheat) Agricultural Research Institute, Tandojam, Sindh

⑥　Coordinator (Rice)

⑦　Director (Rice) Rice Research Institute, Kala Shah Kaku, Lahore

⑧　Director (Rice) Rice Research Institute, Dokri, Sindh

⑨　Rice Botanist, Agricultural Research Station, Swat, NWFP

⑩　Coordinator (Maize, Sorghum & Millet)

⑪　Director, Maize & Millet Research Institute, Yousafwala, Sahiwal

⑫　Director, Cereal Research Institute, Pirasabak, Nowshera

⑬　Millet Botanist, Agricultural Research Station, Dadu

⑭　Economic Botanist, Agricultural Research Institute, Sariab, Quettta

⑮　Coordinator (Fodder & Forage) Director Fodder Research Institute

⑯　Coordinator (Sugarcane)

⑰　Coordinator (Oilseed)

⑱　Coordinator (Vegetable)

⑲　Coordinator (Fruit)

⑳　Coordinator (Potato)

２）Cottonについては、Pakistan Central Cotton Committee 傘下機関

（４）Plant Breeders (2001 年 12 月 PGRI Dr. Zahoor Ahmadによる Contact Point として適当

なもの)

①　Dr.Sadiq Sadiq NIAB Faisalabad

②　Ihsan-ul Haq Pulses -do-

③　Dr. Akbar Ali Chema Cotton -do-
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④　Dr. Fida Muhammad Khan Rice NARC

⑤　Dr. M. Afzal Maize NIAB Faisalabad

⑥　Shaukat Ali Legumes NARC

⑦　Dr. Nazir Ali Oil seeds NARC

⑧　Dr. M. Munir Oil seeds Arid University, Rawalpindi

⑨　Dr. M. Aslam Maize NARC

⑩　Dr. M. Akhtar Rice Kalashsh Kakoo

⑪　Dr. M. Gayar -do-

⑫　Dr. Abdul Shalkoor Sorghum & Millet NARC

⑬　Dr. Zahoor Ahmad Cotton Multan

⑭　Karam Khan Kaleeri Rice Sind, Tandojam

⑮　Nioar Ahmed Habroo -do-

⑯　Bux Ali Majeedano Oilseed Tandojam

⑰　Mr. Said Hussain Chickpea NWFP, Peshawar

⑱　M. Rahim Khan Oilseed Swat, NWFP

⑲　Mr. Shabbir Shakoor Wheat & Barley Wheat Res. Station, Fatchjang

⑳　Dr. Imran Sugarcane NWFP

（５）国内の植物遺伝資源保存利用に関する体制

全般（ただしワタを除く）については、Pakistan Agricultural Research Council (PARC)

が統括している。そのなかから、JICA プロジェクト実施中の 1995年に Crop Advisory

Committee が設立された。その構成は以下のとおりである。なお、メンバーには PARC

傘下にない Cotton Research Institute や大学、州立機関の職員も含まれる。現状につい

ては、調査を要する。

①　Advisory Committee on Cereals  (10 名)

Convener : Coordinator (Wheat), NARC

②　Advisory Committee on Pulses and Oilseeds  (14 名)

Convener : Coordinator (Sugar Crops), NARC

③　Advisory Committee on Fruits, Vegetables and Ornamental  (５名)

Convener : Coordinator (Vegetable), NARC

④　Advisory Committee on Fibre Crops  (９名)

Convener : Coordinator (Sugar Crops), NARC

⑤　Advisory Committee on Forage, Fodder and Medicinal Plants  (７名)

Convener : Coordinator (Fodder), NARC

⑥　Advisory Committee on Special Crops  (９名)

Convener : Director, Barani Agri. Research Station, Chakwal
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（６）遺伝資源関係アンケート用紙送付についての具体的方策

　　　育種試験地へのアンケート用紙送付について、PGRI 所長に問い合わせたところ、

AFFTIS から試験地へ直接送るのが適当であるとの返答を得た。また、送付先として、

以下の５か所の住所が示された。

　　① Director, Rice Research Institute, Kala Shah, Lahore, Pakistan

  　② Chief Scientific Officer, Food Legume Programme, Nuclear Institute of Agricultural

Biology, Jhang Road Faisalabad, Pakistan

  　③ Coordinator (Wheat), National Agricultural Research Centre, Park Road, Islamabad,

Pakistan

　　④ Director, Cereal Crop Research Institute, Pirsabak, Nowshera (NWFP), Pakistan

  　⑤ Director, Pakistan Cotton Committee, Shujabad, Roard, Multan, Pakistan
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Ⅰ-1-4

ミャンマーのシードバンクセンター組織その他

岡　三徳　元ミャンマープロジェクトリーダー

植物遺伝資源研究にかかわるミャンマーの窓口は、２つある。

一つは、中央農業研究所（Central Agricultural Research Institute, Yezin: CARI）を所管する図

１に示す農業灌漑省のミャンマー農業公社（Myanmar Agriculture Service,Yangon: MAS）で、

日本でいう技術会議事務局のようなところである。ここに文書を送る方が、郵便物もよく届

き、CARI との調整もうまく行われる。

　もう一つは、表１に示す Seed Bank を含む CARI である。Seed Bank は上記の MAS の担当

部署を窓口にし、MAS をメインにして、その CC を CARI にするとよいと思われる。また、

育種関係者は表１の CARI Divisions にある Crop Divisionsのメンバーだが、イネ部（科）の下

記の部長（女性）が適切と思われる。

Rice Division　　Daw Khin Than Nwe　　Dy. General Manager

                     

1. Minister 's Office (MO)
2. Department of Agricultural Planning (DAP)
3. Myanmar Agriculture Service (MAS)
4. Myanma Farms Enterprise (MFE)
5. Myanma Cotton and Sericulture Enterprise (MCSE)
6. Myanma Sugarcane Enterprise (MSE)
7. Myanma Perennial Crops Enterprise (MPCE)
8. Myanma Jute Industries (MJI)
9. Irrigation Department (ID)
10. Water Resources Utilization Department (WRUD)
11. Settlement and Land Records Department (SLRD)
12. Agricultural Mechanization Department (AMD)
13. Myanma Agricultural Development Bank (MADB)
14. Yezin University of Agriculture (YUA)

図 1  Ministry of Agriculture and Irrigation （農業灌漑省）

アンダーラインで示したところが、表１の CARI 及びその傘下の Seed Bank を所管する

MAS である。そのなかの一つ International Relation Division が国際関係の窓口となってい

る。

MinisterMinisterMinisterMinister

Deputy MinisterDeputy MinisterDeputy MinisterDeputy Minister
((((AgricultureAgricultureAgricultureAgriculture))))

Deputy MinisterDeputy MinisterDeputy MinisterDeputy Minister
((((IrrigationIrrigationIrrigationIrrigation))))
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表１　CARI（中央農業研究所）Divisions
June, 2000

General Manager Dr. Toe Aung
Crop Divisions
1. Oil Seed Crops U Hla Tin Dy. General Manager
2. Rice Daw Khin Than Nwe Dy. General Manager
4. Fibre Crops U Zaw Myint Asst. Manager
5. Food Legumes U Tin Nwe Dy. General Manager
6. Horticulture Daw Khin San Wai Manager
7. Sugar Crops U Yan Thein Asst. Manager

Disciplinary Divisions / Sections
1. Entomology Dr. Mya Thwin Dy. General Manager
2. Farm Machinery & Implement Research U Than Shein Dy. General Manager
3. Plant Physiology U Kyaw Soe Dy. General Manager
4. Agricultural Chemistry U Hla Tin Dy. General Manager
5. Agronomy U Soe Myint Manager
6. Plant Pathology Dr. Mya Thwin Dy. General Manager
7. Agricultural Economics U Hla Tin Dy. General Manager
8. Regional Research Development Section Daw Tin Yi Asst.Manager

9. Seed Bank U Kyaw Soe Dy. General Manager
10. Administration & Accounts Section U Soe Myint Manager

CARI Yangon Branch U Sein Win Asst. Manager
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Ⅰ-1-5①

遺伝資源の研究機関を対象とした調査項目

1. 国内機関との連携・協力関係について

（１）遺伝資源情報の広報・利用を促進するための国内諮問委員会

　　　有・無

（２）（１）で委員会がある場合、定期的な会議の開催頻度

　　　年 1 回、年 2 回、年 3 回以上、不定期

（３）連携機関内の日常的情報交換の方法、下記の項目のなかから多い順に番号

　　　電話、ファックス、郵便、電子メール、インターネット

（４）連携・協力のシステムは当初の目的どおり機能しているか

　　　計画どおり機能、不十分

　　　不十分の場合の理由：旅費等予算不足、電子機器装置の不足、電子サービスシステ

ムの欠如、その他

2. 植物遺伝資源管理の協力関係について

（１）種子保存

　 １）遺伝資源二重保存のための協力機関の有無

　　　 有・無

　　　 有の場合、次のどの機関か：国際研究センター、海外の国立ジーンバンク、地方

の研究所、大学

　 ２）遺伝資源の増殖・更新の実施協力機関

　　　 すべての作物を自己の機関で実施、一部作物は他の機関へ委託

　 ３）２）で協力機関がある場合、日常の通信手段で使用頻度の高い順に番号

電話、ファックス、郵便、電子メール、インターネット

（２）栄養繁殖作物

　 １）栄養繁殖作物の遺伝資源の維持・増殖方法

　　　 In vitro、研究所の圃場、他の機関の圃場、In situ

　 ２）１）で他の協力機関がある場合、日常の通信手段で使用頻度の高い順に番号

電話、ファックス、郵便、電子メール、インターネット

3. インフラ関係について

（１）電子メールの利用

　 １）研究機関における電子メールの利用の状況

全研究者が自由に利用可、一定の規制の下で全研究者が利用可、限られた職員のみ
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利用可、利用不可

　 ２）協力・連携関係にある育種機関における電子メール利用の状況

　　　 全研究者が自由に利用可、一定の規制の下で全研究者が利用可、限られた職員の

み利用可、利用不可

（２）インターネットの利用

　 １）研究機関におけるインターネットへのアクセスの状況

 　　　全研究者が自由にアクセス可、一定の規制の下で全研究者がアクセス可、限られ

た職員のみアクセス可、アクセス不可

4. 組織態勢について

（１）研究機関内の部門・研究室とその要因数

　　　探索・収集、評価・増殖、保存、データ管理、防疫、連絡・広報

（２）（１）の各部門が所有するパソコンの台数

（３）研究所内の LAN 設置状況

　　　有・無、一部設置

5. 遺伝資源情報の公開について

（１）研究所で保持している遺伝資源情報の広報・普及の方法

　　　カタログ、電子媒体、インターネット、その他

（２）研究所で保持している遺伝資源情報のアクセスの範囲

　　　すべての希望者、国内の公・私立分野の研究者、国内の公立機関の研究者、国内の

国立機関の研究者

（３）広報の更新・公表の頻度

　　　2 年に 1 回かそれ以下、年 1 回、年 2 回、その他

（４）情報公開システムの改善に向けた将来計画の有無

　　　有の場合、新しい公開の手段・利用者の拡大範囲、無

6. 育種機関の遺伝資源利用について

（１）保存遺伝資源情報の利用実績

　　　育種材料として上位５作物名、研究材料として上位５作物名、その他の目的を明記

（２）遺伝資源情報の育種プログラムへの使われ方

　　　育種機関における将来的利用のための収集、特定の農業特性をもつ遺伝資源評価の

目的、雑育種の親系統としての利用、新品種候補としての評価、新品種として拡大

（３）遺伝資源情報の管理・利用マニュアル刊行の有無

　　　有の場合、刊行物名の記載
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（４）遺伝資源情報の管理・利用マニュアル刊行の将来計画

　　　有の場合、当面の計画内容の記載

7. 将来の計画について

（１）遺伝資源の育種利用における障害は何か

（２）遺伝資源情報管理の改善及び遺伝資源の育種利用の促進を図るために必要な技

　　　術開発は何か

8. JICA の新しい取り組みに対するコメント
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Ⅰ-1-5②

作物育種の研究機関を対象とした調査項目

1. 国内機関との連携・協力関係について

（１）植物遺伝資源の保存及び育種利用を促進するための国内諮問委員会

　　　有・無、有の場合は委員会名の記載

（２）（１）で委員会がある場合、定期的な会議の開催頻度

　　　年 1 回、年 2 回、年 3 回以上、不定期

（３）連携機関内の日常的情報交換の方法、下記の項目のなかから多い順に番号

　　　電話、ファックス、郵便、電子メール、インターネット

（４）連携・協力のシステムは当初の目的どおり機能しているか

　　　計画どおり機能、不十分

　　　不十分の場合の理由：旅費等予算不足、電子機器装置の不足、電子サービスシステ

ムの欠如、その他（内容記載）

2. 植物遺伝資源管理の協力関係について

（１）国内の遺伝資源管理への参画の有無

　　　有・無

　　　有の場合の参画分野：増殖・保存種の保存、遺伝資源の圃場保存、遺伝資源の評価、

遺伝資源標本の二重保存、その他

（２）（１）で協力機関がある場合、日常の通信手段で使用頻度の高い順に番号

　　　電話、ファックス、郵便、電子メール、インターネット

3. 電子機器の装備状況について

（１）研究所における電子メールの利用の状況

　　　全研究者が自由に利用可、一定の規制の下で全研究者が利用可、限られた職員のみ

利用可、利用不可

（２）研究所におけるインターネットへのアクセスの状況

（３）研究機関における LAN 設置の状況

　　　全研究者が自由にアクセス可、一定の規制の下で全研究者がアクセス可、限られた

職員のみアクセス可、アクセス不可

4. 遺伝資源の管理と利用について

（１）育種に携わっている対象作物種

（２）育種に必要な収集遺伝資源の当該研究所における維持・管理の方法
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　　　所定の年次間隔をおいて圃場で増殖・更新、冷蔵庫保存、デシケータ保存、圃場（多

年生栄養繁殖作物）

（３）うちジーンバンクにおける一部ワーキングコレクションの委託・供託の有無

（４）国のジーンバンクからの遺伝資源入手の頻度

　　　しばしば、時おり、得ていない

（５）育種を実施する際、ジーンバンクからの遺伝資源の入手理由

　　　育種機関における将来的利用のための収集、特定の農業特性をもつ遺伝資源評価の

目的、交雑育種の親系統としての利用、新品種候補としての評価、新品種として拡

大、その他

5. 将来の技術的開発について

（１）遺伝資源の育種利用における障害は何か

（２）遺伝資源情報管理の改善及び遺伝資源の育種利用の促進を図るために必要な技術開

発は何か

6. JICA の新しい取り組みに対するコメント
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アンケート調査対象

国　　名
窓 口 機 関 ・
担当者

遺 伝 資 源
関係

育種関係 調査用紙の送付方法
ニュースレ
ター読者

スリ・ランカ
国 土 農 業 省 農 業
局 ・ Dr.S.D.H.
Jayasuriya 局長

農 業 局 植 物
遺 伝 資 源 セ
ンター所長

農業局稲開
発研究所長

調 査 用 紙 は 農 業 局 長 宛
てに郵送

18 人

同上畑作物
開発研究所
長

　 　 　
同上園芸開
発研究所長

　 　

チ　リ

農 牧 省 農 牧 研 究
所・Ｉｖｅｔｔ e
Seguel B. ナシ ョ
ナルコーディネー
ター

農牧研究所 農牧研究所
調査用紙はナショナルコ
ーディネーター宛てに郵
送

6 人

パキスタン

全般： PARC 農業
研 究 会 議 ・
Dr.Muhammed
Anwar

PARC 植 物
遺 伝 資 源 セ
ンター所長

PARC 稲研
究所長

調査用紙は対象機関別に
郵送

20 人

農業生物原
子力研究所
食糧豆類計
画担当

個人調査については村田
伸夫元団長の推薦リスト
から選んで発送

PARC 農業
研究センタ
ー小麦担当

PARC 穀類
作物研究所
長

中央綿委員
会中央綿研
究所長

ミャンマー
農業灌漑省農業公
社（MAS）

MAS 中央農
業研究所長

MAS 中 央
農業研究所
長

調査用紙は MAS 宛てに郵
送（河瀬専門家に依頼）

8 人

Ⅰ-1-6
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Ⅰ-2-1

遺伝資源収集・保存ネットワーク化にあたっての背景情報と留意事項

　　　　　　　　　　　　　　　（独）農業生物資源研究所ジーンバンク長　宮崎　尚時

１．植物遺伝資源を巡る最近の情報

（１）ＩＰＧＲＩの地域ネットワーク・作物ネットワーク

　地域別には日本、スリ・ランカ、ミャンマーはアジア・太平洋・オセアニア。パキ

スタンは中央・西アジア・北アフリカ、チリはアメリカ。その他作物別のネットワー

クがある。

（２）ネットワークの目的（研究者の連携）

１）遺伝資源の科学的管理における協力

２）関連情報・データベース管理における協力

３）活動資金獲得に向けた協力

４）政策調和への基盤構築に向けた協力

（３）ネットワーク構築の条件

１）遺伝資源とその情報の蓄積

　２）研究者・技術者・管理者の養成

３）施設・備品整備

　４）運営経費の資金源確保

２．ＪＩＣＡの遺伝資源協力活動

（１）ＪＩＣＡ植物遺伝資源集団コース

　20 年にわたって継続したが、2002 年度で最終となる。その後の取り組みは 2001 年

に論議の予定である。新たに組み換えて実施する方向で検討中である（これまでにお

よそ 35 か国、150 名参加）。

（２）ＪＩＣＡ遺伝資源プロジェクト方式技術協力

スリ・ランカ、チリ、パキスタン、ミャンマーで実施。スリ・ランカでは第三国研

修、パキスタンではアフターケア・プロジェクト、ミャンマーはプロ技終了後、専門

家派遣。

３．生物研の遺伝資源共同調査活動―開発途上国植物遺伝資源共同調査事業

　　スリ・ランカで野生イネ、マメ科植物を対象に実施。インドネシアで甘藷を対象に開

始。2003 年度からエゴマ・ゴマを対象に韓国を対象として実施予定。また、特性評価

について、パキスタン、チリを対象に検討。

４．ネットワーク構築の進め方

（１）イントラネットとインターネット（内部蓄積なくして外部への持続的発信なし）

（２）第１段階　事前調査と基本設計

（３）第２段階　プロ技・集団研修の蓄積をイントラネット（双方向）方式で高度化する。

　　　　　　　（育種利用を含む関連情報）

（４）第３段階　プロ技各サイトからインターネットでの情報発信（併せて、JICA の PA

　　　　　　　　活動の一助）
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Ⅰ-2-2

遺伝資源ネットワーク構築のあり方

元パキスタンプロジェクトリーダー　村田　伸夫

１．参加国

植物遺伝資源プロジェクトを実施したスリ・ランカ、パキスタン、ミャンマーに、で

きれば従来から農業生物資源研究所が深く関与しているネパールを加えて、当面インド亜

大陸に限るのが、現実的ではないかと思われる。インドはあまりに大きく、中央政府と地

方の育種現場との関係が複雑すぎるため、またチリは重要な国ではあるが、農業事情が上

記の国々とは異なるため、共通のネットに載せるよりも、別途近隣諸国を含めたネットを

構築する方が適当ではないかと判断される。

２．事業の対象

（１）植物遺伝資源管理全般にかかわる事項

　１）保存管理の状況、保存植物遺伝資源一覧

　２）保存管理上の技術的問題点と対策

　　①　保存種子の病原による汚染

　②　増殖の困難性（マメ科作物の種子は不足がちであり、種子伝染性の病害も多い）

　③　他殖作物の増殖法

　④　生息地保存及びその情報管理

　⑤　難保存種子への対策

　⑥　試験管内保存と圃場保存の連携

　⑦　その他

（２）特定作物についての情報

　１）関心を共有する作物についての保存及び評価データ

　　スリ・ランカ、ミャンマーについてはイネが中心になる。パキスタンについては、

主要作物はコムギであるが、イネも重要な作物である。国土が南北に長く、低地の

Basmati 高冷地の japonica ほか耐冷性イネなど変異に富んでいる。パキスタンにおい

てイネは、我が国では既に種子消毒で問題がない Fusarium による種子汚染が甚だし

いなどの問題があるが、評価にあたって、病原の Race への対策も不十分であり、共

通の課題になりがたいとの意見もある。

　２）共通の関心がある特定の在来作物／植物についての情報

　　パキスタンの関係者によると、地域的な在来のマメ科作物が共通課題になり得る

とのことであった。ミャンマー、ネパール、パキスタンについては、ソバを取り上

げている。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ―    ―68

３．事業内容

（１）課題への対応と情報交換

　１）植物遺伝資源管理全般にかかわる事項

　　①　保存管理の状況

　　　情報の提供を得て、ネット内で公開する。

　　②　保存管理上の技術的問題点と対策

　　　参加機関は、それぞれ２～３課題を選び、特定期間（３年程度）に対策を立て

る。結果の提供を得てネット内で公開する。課題について、日本国内の機関が指導

にあたる。

　２）特定作物についての情報

　　関心を共にする共通の作物（イネ、在来作物など）を特定し、集約された保存／

評価データの提供を得て、ネット内で公開する。

（２）国内体制の整備

　　　上記の情報は、国内機関に伝達して、育種に役立てる必要がある。この場合、国内

での育種試験地との連携強化が重要課題である。特に、パキスタンでは、州や大学に

研究陣容があるので、これとの連携が望まれる。Pakistan Institute of Nuclear Science

Technology所属の National Institute of Biotechnology and Geneticsも有力な研究機関で

あり、ここではマメ科作物の病原 Race への反応も研究している。

　　　協力体制をつくるには incentive としての資金的措置が必要である。当面、植物遺

伝資源管理全般にかかわる具体的課題を設定し（要請を受ける）、若干の資金を提供

して連絡試験を実施する方法も有効かと思われる（我が国のジーンバンク事業におい

ても、各試験地での増殖は予算的措置の下に行われている）。

（３）結果の集約

　以上すべての目標達成時（３年後）にワークショップを開催し、報告書を作成す

る。
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Ⅰ-2-3

遺伝資源ネットワークの方向について

渡邉　進二　元スリ・ランカプロジェクトリダー

１．ねらい

遺伝資源の収集・保存・利用は、実施機関相互の協力によって、その遺伝資源活動

効果を高め、拡大することができる。その協力活動を円滑にする体制を構築すること

がすなわち、「遺伝資源ネットワーク」の方向につながる。

２．遺伝資源ネットワークの姿

遺伝資源活動の実施機関としては、世界的には国際植物遺伝資源理事会（IBPGR）を

核とするいくつかの国際機関のほかに、各国固有の遺伝資源機関があり、関係の深い

機関相互に協力体制がとられている。さらにこのような協力関係は、各国独自の国内

の植物別・地域別の遺伝資源機関相互の間でも、その国の遺伝資源センターを中心に

進められ、その役割が果たされている。したがって、遺伝資源ネットワークの姿は、

協力機関の関係で成り立っているといえる。

３．遺伝資源ネットワークの方向

　　遺伝資源関係機関相互連携の重要性は、国の内外を通じ高まることから、遺伝資源ネ

ットワークの構築は今後一層進展するものと思われる。とりわけ我が国にとっては、遺

伝資源プロ技実施国(スリ・ランカ、チリ、パキスタン、ミャンマー)とのかかわりがあ

り、その援助効果を高め確認する見地からも、遺伝資源ネットワーク構築に必要な機器

の充実、データ管理要員養成への配慮が求められる。
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Ⅱ-1-1①
遺伝資源関係アンケート用紙

ＰＧＲ

Background Information (questionnaire group 1)

I. National Coordination System

1) Are there any official systems, such as National Advisory Committee, to disseminate PGR

information compiled in your institute and promote the utilization of PGR in your country?

□Yes     □No

  If yes, please specify

2) Does the above system hold regular meetings to exchange information?

□Once a year     □Twice a year     □Thrice a year or more     □Not regular

3) How is the daily information exchange within the system performed? Please show the order of

frequencies of usage by numbers with 1 for the most frequent (digits by descending order).

□Telephone 　 □Facsimile　  □Post  □E-mail  □Internet  □Personal visit

4) Is the coordination system functioning for the purpose as planned or not sufficient?

  □Functioning as planned        □Not sufficient

If not sufficient, the reason is:

　□Shortage of finance (travel expense, etc.)  □Lack of electronic hardware

　□Lack of electronic service systems  □Others (please specify)

   

II Collaboration for PGR management

A. Seed stocks

1) Do you have any collaborators to store duplicated specimens?

□Yes     □No

If yes, to which categories do they belong?

□International research centers  □Foreign national genebank

□Provincial institutions  □Universities  □Others (please specify)

2) Do you multiply/rejuvenate all the crop species in your own institute or entrust some of them to

collaborating organizations?

  □All by own institution  □Some entrusted to other organizations

3) If you have collaborators mentioned above, how do you perform daily communications with

them? Please show the order of frequencies of usage by numbers with 1 for the most frequent.
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  □Telephone     □Facsimile     □Post     □E-mail     □Internet

B. Vegetatively propagated crops

1) How do you maintain PGR of vegetatvely propagated crops?

□In vitro □On farm of own institution □On farm of other organizations □In situ

2) If you have collaborators mentioned above, how do you perform daily communications with

them? Please show the order of frequencies of usage by numbers with 1 for the most frequent.

  □Telephone     □Facsimile     □Post     □E-mail     □Internet

III Infrasturcture

1) E-mail availabity

(1) What is the situation of E-mail availability in your institution?

□Usable by all the scientific staff members freely

□Usable by all the scientific staff members with special regulations

□ Usable by a limited number of staff members only  □Not available at all

(2) What is the situation of E-mail availability in most of the breeding stations you are

cooperating with?

□Usable by all the scientific staff members freely

□Usable by all the scientific staff members with special regulations

□Usable by a limited number of staff members only  □Not available at all

2) Internet availability

(1) What is the situation of Internet accessibility in your institution?

□Accessible by all the scientific staff members freely

□Accessible by all the scientific staff members with special regulations

□Accessible only by a limited number of staff members  □Not accessible at all

(2) What is the situation of Internet accessibility in most of the breeding stations you are

cooperating with?

□Accessible by all the scientific staff members freely

□Accessible by all the scientific staff members with special regulations

□Accessible by a limited number of staff members only  □Not accessible at all

Organization (questionnaire group 2)

1) What technical sections/laboratories does your institute have and how they are staffed?
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Please show the number of scientific staff members after each category.

  □Exploration and collection  □Evaluation and multiplication  □Preservation

  □Data management  □Sanitation of PGR  □Liaisoning and public relations

2) How many personal computers are installed in each of above sections?

□Exploration and collection  □Evaluation and multiplication  □Preservation

  □Data management  □Sanitation of PGR  □Liaisoning and public relations

3) Is the LAN established within your institution?

  □Yes     □No     □Partly established

Publication of PGR Information and Information Dissemination

(questionnaire group 3)

1) By what means do you disseminate the information on germplasm maintained in your institute?

□Catalogues     □Digital devices     □Internet     □Others

2) Is the PGR information maintained in your institute accessible by

Anybody requesting

□Researchers in private as well as public sectors in your country

□Researchers in the public organizations in your country

□Researchers in the national organizations in your country

3) How often is the PGR information revised and publicized?

□Every two years or less often    □Once a year    □Twice a year    □Others

4) Do you plan to revise your information dissemination system in future?

Yes, especially in the means of publication (please specify the new means to be adopted.)

□ Yes, especially in the expansion of the receivers of information

□ No special plan

  

Interactions with Breeding Stations (questionnaire group 4)

1) How have the PGR stocks along with their information been used?

    As the breeding materials.  Please list 5 most frequently used crop species.

    As the research materials.  Please list 5 most frequent used species.

    For other purposes.  Please specify.

2) How the PGR stocks been used in the breeding programs?

□Included in the collections for future use at the breeding stations

□ Subjected to assessment for gene sources for specific agronomic
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characteristics

  □Used as parent lines in cross breeding  □Evaluated as candidates for new varieties  □

Extended as new varieties  □Others

3) Have your institute published any manuals for the management or utilization of PGR?

  □Yes     □No

  If yes, please list the publications.

4) Do you plan to publish any manuals for the management or utilization of PGR in future?

  □Yes     No

  If yes, please list the subject planned for the moment.

Future Programs (questionnaire group 5)

1) Are there any specific obstacles hindering the effective utilization of PGR in breeding?

2) What technical development is necessary for improving PGR management and their utilization

in breeding?

Your Comments and Suggestions

We would appreciate your comments/suggestions on JICA's new phase PGR networking

emphasizing information management.

Correspondence in block letter

Your Name:          Title:          Organization:      Mailing Address:

Postal Code:         Country:       Telephone:     Facsimile:      E-mail:

Thank you for your cooperation
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Ⅱ-1-1②

育種関係アンケート用紙

ＰＢ

Background Information (questionnaire group 1)

I National Coordination System

1) Are there any official systems, such as National Advisory Committee, to conserve PGR and

promote the utilization of PGR in which you are involved?

□Yes     □No

  If yes, please specify them

2) Does the above system hold regular meetings to exchange information?

□Once a year     □Twice a year    □Thrice a year or more     □Not regular

3) How is the daily information exchange within the system performed? Please show the order of

frequencies of usage by numbers with 1 for the most frequent (digits by descending order).

□Telephone  □Facsimile  □Post  □E-mail  □Internet  □Personal visit

4) Is the coordination system functioning for the purpose as planned or not sufficient?

  □Functioning as planned     □Not sufficient

If not sufficient, the reason is:

□Shortage of finance (travel expense, etc.)  □Lack of electronic hardware

□Lack of electronic service systems  □Others (please specify)

II Collaboration for PGR management

1) Are you taking part in the national PGR management?

□Yes     □No

If yes, in what areas?

  □Multiplying/rejuvenating seed stocks  □Preserving PGR on farm

□Evaluating PGR  □Maintaining duplicated PGR specimens  □Others

2) If you are engaged in the above activities, how do you perform daily communications with

them? Please show the order of frequencies of usage by numbers with 1 for the most frequent.

□Telephone  □Facsimile  □Post  □E-mail  □Internet　　□Personal visit

III Availability of electronic devices

1) What is the situation of E-mail availability in your institution?

□Usable by all the scientific staff members freely
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□Usable by all the scientific staff members with special regulations

□Usable only by a limited number of staff members  □Not available at all

2) What is the situation of Internet accessibility in your institution?

□Accessible by all the scientific staff members freely

□Accessible by all the scientific staff members with special regulations

□Accessible by a limited number of staff members only  □Not accessible at all

3) Is the LAN established within your institution?

□Yes      □No      □Partly established

PGR Management and Utilization (questionnaire group 2)

1) In what crop species are you engaged in breeding?

2) How do you maintain PGR collections for breeding (working collections) in your institute?

□Reproduction in the field with a defined interval  □Cold storage  □Desiccator

□On farm (perennial vegetatively propagated crops)  □Others (please specify)

3) Do you entrust (deposit) a part of the working collection materials in the national gene bank?

  □Yes     □No

4) Are you receiving PGR from the national gene bank frequently?

  □Frequently     □Occasionally     □Not received

5) How the PGR received from the national gene bank been used in your breeding programs ?

□Included in the collections for future use at your station

□ Subjected to assessment for gene sources for specific agronomic characteristics

  □Used as parent lines in cross breeding  □Evaluated as candidates for new varieties  □

Extended as new varieties  □Others

Future Technical Development (questionnaire group 3)

1) Are there any specific obstacles hindering effective utilization of PGR in breeding?

2) What technical development will be necessary for improving PGR management and breeding

using PGR?

Your Comments and Suggestions

（以下、資料Ⅱ-1-1①遺伝資源関係アンケート用紙の末尾と同じ）
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Ⅱ-1-4③

育種機関の遺伝資源の育種利用上の問題点等

１．パキスタン稲研究所

１）Lack of trained staff to handle the germplasm properly.

２）Shortage of funds.

３）Insufficient handling and storage facilities.

４）Lack of internet facilities and germplasm database system.

２．パキスタン中央綿研究所

１）It is difficult to get new cotton genetic material from abroad.

３．ミャンマー中央農業研究所

１）To promote effective utilization of genetic resources for plant breeding, it is

necessary to find out certain useful traits such as disease and pest resistance and

their genes in the conserved PGR and to conduct prebreeding works. Neither Seed

Bank nor CARI has sufficient research accumulation and qualified trained staff to

develop research for disease and pest resistance.

Ⅱ-1-4④

遺伝資源の育種利用上必要な技術開発課題等

１．パキスタン稲研究所

１）Provision of internet and access to the National and International Institutes

dealing with germplasm resources.

２）Training of research staff for handling and utilization of germplasm.

３）Financial support to establish an effective germplas system.

２．パキスタン中央綿研究所

１）All institutes involved in improvement of row crops should have excess to the

Gene Bank.

３．パキスタン原子力農業研究所

　１）Continuous meeting and discussion regarding evolution of new varieties and

methodology used for development of new lines.

２）Exchange of material would definitely enhance the pace of work.

４．ミャンマー中央農業研究所

１）A fundamental system mainly for Rice Management has been established

through MAS-JCA Seed Bank Project (1997-2002). Technical assistance and
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advices are still needed to properly conduct evaluation on plant genetic resources

which include but not limited to evaluation for biotic and abiotic stresses,

biochemical and DNA Polymorphism studies to measure genetic diversity in

conserved PGR.

Ⅱ-1-4⑤

育種機関のアンケートに対するコメント等*

１．パキスタン稲研究所

１）It is suggested that exchange of information should be carried out  regularly.

Strengthen the Institutes in terms of financial and technical assistance to

uplift the prevailing situations and ultimately by the exchange and utilization

of germplasm resources on National and International level will be helpful to

improve the available genetic stock.

２．パキスタン中央綿研究所

１）It is good that JICA is establishing PGR net work and will be extremely

helpful for developing countries like Pakistan who can take advantage of gene

pole.

３．ミャンマー中央農業研究所

  １）Quick and accurate information exchange is required for research cooperation

with domestic and foreign institutions and international organizations in the

near future. At present only a partial LAN network is installed to connect Seed

Bank and CARI divisions so that breeders can have easy access to database on

passport data and evaluation data of conserved PGR.

*パキスタン原子力農業研究所のニュースレター読者の回答に、ニュースレター継続

刊行の必要性や新型パソコンの要望等が記載されていたが原文搭載を省略した。
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Ⅱ-2-2⑭

ミャンマー遺伝資源カタログ 2001 （CARI 2001）
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Ⅱ-2-4③

パキスタン国立農業研究センター植物遺伝資源研究所
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